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　平成30年2月7日（水）に、市町村長・市町村議会議長（正副）・市町村幹部職員を対象とした「市町村
トップセミナー」を開催しました。「“おもろい大阪”情報発信！海外インバウンドを活かせ！」をテーマ
に、第1部には（公財）大阪観光局理事長溝畑宏氏、第2部には（公社）浪曲親友協会会長京山幸枝若氏に
お越しいただきました。
　溝畑氏には、「大阪の魅力を活かした観光戦略～伝統文化の再発見～」と題してご講演いただきました。
平成29年に大阪を訪れた訪日外国人観光客が初めて1,000万人を突破したことに触れ、大阪に活気をもた
らすのは拡大するアジアの国際観光市場であり、開催が決定しているラグビーワールドカップ2019・オリン
ピックパラリンピック東京大会・関西ワールドマスターズゲーム2021に加え、誘致を進めている大阪万博や
IR整備等の機会を活用し、府内各地の伝統文化や観光関連施策と連携した広域ツーリズムを推進すること
で、さらなるインバウンドを目指すべきであるという提言がなされました。
　また、義理人情に厚いと言われる大阪人気質が歌に込められた「浪速節」は
大阪の伝統芸能を代表するもので浪曲とも言われており、その復興に注力され
ている京山氏には、「左甚五郎 竹の水仙」をご披露いただきました。
　忘れられつつある大阪の魅力を再発見し、観光戦略に活かすことで、活気を
取り戻す―まさに「市町村トップセミナー」にふさわしい内容となりました。
　アンケートでは、「大阪の可能性を再確認できた」「インバウンド戦略のヒ
ントをいただいた」などの声があり、大阪の発展が期待できるご意見をたくさ
んいただきました。

　平成30年2月23日（金）に、「平成29年度第2回教科等検討委員会」役員会及び総
会を開催しました。本委員会は、府内市町村の職員研修担当課長を委員とし、次年度の
研修研究計画案等に市町村の意見を反映させるため、提案及び検討の場として開催する
ものです。
　当日は総会に先立ち、尼崎市長を2期8年務められ、現在は一般財団法人大阪府男女
共同参画推進財団（ドーン財団）業務執行理事、グンゼ株式会社取締役の白井文氏を
お招きし、「これからの人材育成を考える～困難を乗り越える組織づくり～」と題して、
「チームを活かすリーダー」や「問題解決のためのコミュニケーション」など管理職とし
ての人材育成や危機管理をテーマにご講演いただきました。
　白井氏の力強く、そして温かいリーダーシップに触れ、参加者からは「体験したことを踏まえての講演
で、すぐにイメージがわく内容でした。受講生とのやりとりがないのにもかかわらず、ずっと聞いていられ
る状況はなかなかなく、講師のレベルの高さを感じました。ありがとうございました」「貴重な経験談をき
かせていただきました。このお話を無駄にしないよう、しっかり自分なりに消化したいと思います」「元市
長の経験であり、非常に心に迫るものがありました」などたくさんの感想をいただきました。

平成29年度市町村トップセミナーを開催しました

教科等検討委員会の講演会を実施しました

【講演の様子】

【講演の様子】
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　12月22日（金）に、「体験型！『フューチャーセッショ
ン』を用いた新しいまちづくり～プロから学ぶ　ファシリ
テーション技術やワークショップの運営方法～」を開催しま
した。
　行政だけでは解決しにくい地域課題が多くなっている昨
今、組織の垣根を超えた連携や住民協働は欠かせません。そ
こで今回は、株式会社フューチャーセッションズの筧大日朗
氏を迎え、「新しい何かが生まれる状態」「仲間・関係性
をつくり仲間意識を醸成」する効果が期待できる「フュー
チャーセッション」をテーマに、ご講義いただきました。
　第1部の講演会では、フューチャーセッションを活かしたまちづくり事例の紹介に始まり、具体的な手法
や運営方法の解説、終盤にはフューチャーセッションのミニ体験会も行いました。

　第2部の意見交換会は、活発な意見交換が期待できるフィッ
シュボウル（左写真）と呼ばれるレイアウトで実施しまし
た。受講者からは、住民協働で行うワークショップの運営方
法などといった、日常業務で困っている事例を中心に、講師
へ質問が途切れることなく寄せられていました。
　受講者からは「とても面白く、今の仕事のアイデアが色々
浮かんできました」「住民協働という概念が登場して久しい
ですが、具体的な手法をここまで示していただけたのは、初
めてではないかと大変驚きました」などの感想をいただきま
した。

　12月19日（火）に、事例研究「『生涯活躍のまち』づくり～“大阪版”CCRCの可能性～」を開催しま
した。地方創生施策として注目されている「生涯活躍のまち（日本版CCRC）」について、有識者から先進
事例を学び、まちづくりのあり方を考えるきっかけにすることを目的としたものです。
　基調講演では、日本版CCRC研究の第一人者である株式会社三菱総合研究所プラチナ社会研究センターの
松田智生氏から、施策の概要と国内外の先駆的な事例をご紹介いただきました。また、社会福祉法人佛子園
の速水健二氏と、studio-Lの山崎亮氏の両名からは、地域住民が主体となって交流することができる“仕組
みづくり”について、事例発表をいただきました。
　パネルディスカッションでは、神戸大学大学院経営学
研究科の保田隆明氏をコーディネーターに迎え、“大阪
版”CCRCの実現に向けて必要な観点をテーマに、ディ
スカッションを展開しました。
　受講者からは「まちづくりは人づくりであり、多様な
人々が安心して共生できるまちづくりに感銘を受けまし
た」「主体的に地域に関われる人材を育てていくかが重
要であると感じました」「まちづくりをするにあたり、
市民をお客様化させないことが大切という、いい示唆を
いただきました」などの感想をいただきました。

第103回マッセ・セミナーを開催しました

事例研究「『生涯活躍のまち』づくり～“大阪版”CCRCの可能性～」を開催しました

【講演会の様子】

【意見交換会の様子】

【パネルディスカッションの様子】
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　本コーナーは、日常生活をイキイキと活動している現職の行政関係者を取り上げ、どのように仕事に活か
しているかをお披露目していただくコーナーです。執筆者は、マッセOSAKAの職員が研修や交流会などで
出会った方や、マッセOSAKAに派遣されていた先輩方にお願いしております。

　第７回は、奈良県田原本町総務部財政課松岡良樹さんのこぼれ話です！

奈良県田原本町　松岡　良樹 さん

　奈良県田原本町の松岡です。こぼれ話へ私の取組を掲載いただき光栄です。
　私は現在「よんまる会たわらもと」という自主研修グループを運営しています。
　みなさんには、普段の業務で先進事例を調査したり、所属団体だけでは解決困難な
課題に直面したりしたとき、気兼ねなく相談し協働できるような他自治体職員の方は
おられるでしょうか？
　この質問を、同じ職場の仲の良い同僚にしたところ、「なかなか気兼ねなく相談でき
るとなると・・・」といった反応が返ってきました。私自身も同じような状況でした。

　もっと気軽に相談しあい、所属の枠をこえて共
に課題解決をしていける仲間を見つけたい。どん
どんその仲間の輪を広げ県下39市町村職員、県
職員が繋がり、奈良で1つの輪になって頑張って
いきたい。こんな思いが湧いてきました。
　そして、この思いに賛同してくれた同僚と立ち
上げたのが、「よんまる会たわらもと」です。

（39市町村＋1県＝40：よんまる）
　グループでは定期的に研修会や交流会を催し、
多くの市町村や県の職員の方に参加して頂いてい

ます。その中で、同じ思いや悩みを持つ仲間ができてきました。
　地方創生時代と言われる中、個々の能力の向上が
求められているのも確かです。しかし、同じような
悩みをもった公務員同士がつながることで、1人の
力が2倍にも3倍にもなり、個々では解決できない
ような課題にも対応することができるのではないか
と考えています。みなさんのなかに、もし私達と同
じように、仲間の輪を作りたいと思われている方が
おられましたら、周りの方を巻き込んで、是非一歩
踏み出してみてください。
　最後まで私の拙文にお付き合い頂きありがとうご
ざいました。

ココだけの… こぼれ話 off reco～♪

自主研修グループで想いを紡ぐ！
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ごあいさつ

　みなさんこんにちは！（公財）岡山県市町村振興協会　研修センター　小銭彩香と申します。
　今回、いつもお世話になっています、マッセOSAKAさんからお声掛けをいただき、このような貴重な場に寄稿するこ
とになりました。少しだけ岡山県市町村振興協会を紹介させていただきます！！

岡山県市町村振興協会とは？

　市町村振興宝くじの収益金を活用して、県内市町村の振興発展を図り、
住民福祉の増進を目的として、昭和54年4月に設立されました。

研修センターって？

　県内市町村の人材育成を支援するため、平成16年度から研修事業に取
り組んでいます！現在、研修センター職員は5名体制で研修等の企画・運
営など行っています。
　今回、研修事業の中で、平成29年度に実施した特徴的な研修を紹介します。

リーダーへのステップアップ研修

　この研修は、係長級の職員を対象に、新OJTの理論と演習を通して、リーダー（職場内研修講師を含む）としてのス
キルを学ぶ研修です。そして、この研修の最大のポイントは当協会作成【文書事務マニュアル】を使って文書指導能力
の向上についても具体的で効果的な指導方法を学んでいただくところです。

　職場のリーダーに必要なOJTの基本、庁内で講師をする場合のスキルや心構えと文書の基礎能力の向上を図り、受講
した職員が各自治体内で講師をすることで、職員全体の能力の底上げを図ろうというのがねらいです。
　ここで、さらっと文章に組み込みましたが【文書事務マニュアル】って？

　平成28年度実施の研究会「文章力向上研究会」で1年間かけて参加した市町村職員12
名の方々が作成しました。
　この研究会では、県内市町村の文書規程等を調査・研究し、公用文と広報文を学び、文
書事務能力の優れた指導的職員を目指すことを目標に実施しました。
　そこで完成したものがこの【文書事務マニュアル※注1】です！

　当協会ではこのマニュアルを、新規採用職員研修や、この『リーダーへのステップアッ
プ研修』で使用しています。県内市町村でも庁内で使用してくれていると思います！もっ
ともっと活用してくださるようなアプローチをしていきたいと思います！

　リーダーへのステップアップ研修を受けた方からは、「新しいOJTのやり方について、
具体的に教えてもらい、職場に戻ってすぐにでも実践したいと思った」「文書は日頃の業

務で一番密接しており、職位としても指導の立場から非常に役に立った」「マニュアルも活用していきたい」などの声
をいただきました。

さいごに

　いかがでしたでしょうか。これからも気づきと刺激につながる人材育成
支援を行っていきたいと思っている岡山の研修センターなのでした（完）

※注1　�各自治体で異なっている文書事務のルールに配慮しつつ、共通項
を重点的にまとめており、固有の箇所については、各自治体でカ
スタマイズすることを前提に作成しています。

研修 日本縦断！
全国の特色ある職員研修を随時紹介します。全国の特色ある職員研修を随時紹介します。

（公財）岡山県市町村振興協会
第10回

↓これです。↓
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　貝塚市の奥野さんよりバトンを受けました、岸和田市人事
課の森川と申します。私は、平成28年4月に人事課に配属
され研修を担当しております。
　さて、本市の研修制度の中で特徴的なものとして、民間企
業との合同研修を紹介させていただきます。他業種の社員と
の交流を通じて、「視野拡大」、「コミュニケーション力向
上」、「リーダーシップ」をテーマにした体感・対話セッ
ションなどを行うことによって、参加者のチャレンジ行動意
欲を引き出すことを目的にしています。
　参加者は1泊2日研修を含め、およそ4か月間にわたる研
修を受講し、公務員としてだけでなく、社会人としてもレベ
ルアップができ、次の一歩を踏み出すことができるものと
なっています。この研修で民間の刺激を受けた次世代のリー
ダーが育成されることを期待しております。

　最後になりましたが、マッセ
OSAKA及び府内市町村研修担当
者の皆様にはいつもお世話にな
り、ありがとうございます。この
場をお借りしまして厚くお礼申し
上げます。

第171回

　研修担当課の皆さんが、
次々に仲間を紹介し、ネッ
トワークを広げます。今回
は、貝塚市の奥野さんから
のご紹介で･･･

岸和田市
市長公室人事課

森川　武志 さん
（�人事課の同僚および�
ちきりくんとともに�
/写真右上）

次回は、【阪南市の芝野 秀樹さん】にバトンタッチ！

◆新規研究会にご参加ください！
　平成30年度は、下記の新規研究会を実施予
定です。府内市町村職員同士で交流を深めなが
ら、旬のテーマについて研究してみませんか。
ご参加お待ちしております。

○地域通貨を導入した地方創生研究会
　ふるさと納税やクラウドファンディングなど
の寄附金を地域内にとどめ消費、循環を活発化
する地域通貨の仕組みについて調査・研究を行
います。

○働き方改革を踏まえた組織マネジメント研究会
　働き方改革の手法を組織マネジメントに活か
すうえで、どのような視点が必要か、どのよう
な手法が有効であるかについて調査・研究を行
います。
※各研究会の詳細は4月以降にお知らせします。

◆講演録・報告書を発行します！
　本年3月に下記の講演録・報告書を発行予定
です。市町村研修担当課宛てに送付しますの
で、是非ご覧ください。

「セミナー講演録集」
　マッセ・セミナー等の講演録

「研究紀要第21号」
　テーマ：スポーツの持つ力～スポーツ×α～
　�有識者による寄稿論文と公募論文最優秀賞受
賞エッセイを掲載

「�文化・芸術を活かしたまちづくり	
研究会最終報告書」

「�クラウドファンディングによる地域
活性化研究会報告書」

「�自治体職員の働き方改革研究会	
報告書」

◆新コーナー始めます。
　次号、乞うご期待！

次回は阪南市の芝野さんです。
芝野さん、どうぞよろしくお願いします。
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